
問題作成の基本的な考え方 

  各設問の正答率や誤答の状況から課題の有無を把握し，学習指導の改善・充実を図る 

 ことができるよう，特に，次の点に配意して作成。 

① 学習指導要領の理念・目標・内容等に基づくものとし，小学校の調査問題について 
 は小学校第５学年までに，中学校の調査問題については中学校第２学年までに十分に 
 身に付け，活用できるようにしておくべきと考えられるものを，各領域等からバラン 
 スよく出題すること。   
 

② 主として「知識」に関する問題（Ａ）と主として「活用」に関する問題（Ｂ）を 
 作成すること。（理科については，両者を一体的に問う） 
 

③ 教員による指導方法の改善や児童生徒の学習改善・学習意欲の向上等につながる 
 よう，学習指導上特に重視される点や身に付けるべき力を具体的に示すメッセージ 
 となる問題を出題すること。   
 

④ 児童生徒が時間的余裕を持って解答に取り組むことができるよう，問題の分量が， 
 調査時間（解答時間）に照らして適切なものとなるよう努めること。   
 

⑤ 「４年間のまとめ」(※)で指摘した課題等，これまでの調査で見られた課題を踏ま 
 えた問題も出題すること。 
  （国語，算数・数学：１４５問中５０問(約３４％) 理科：４９問中７問(約１４％) ） 
 

 
 

➅ 理科については，全ての大問で観察・実験に関する場面を設定するとともに，児童 
 生徒が，理科の授業で学習したことが社会や日常生活で役立つことを感じることがで 
 きるよう，題材等を工夫すること。 

※ 国立教育政策研究所において，平成19～22年度の４回の調査結果を分析して，成果と課題 
   を整理した報告書（概要は，Ｐ２を参照） 
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○ 国立教育政策研究所において， 平成１９～２２年度の４回の調査結果を分析して，「成果」と「課題」を整理した報告書 

全国学力・学習状況調査の４年間の調査結果から今後の取組が期待される内容のまとめ 
～児童生徒への学習指導の改善・充実に向けて～（概要） 

＜ 「話すこと・聞くこと」における課題 ＞ 
 ① 司会の役割を果たしたり，立場や根拠を明確にしたりして話し 
   合うこと 
 

＜ 「書くこと」における課題 ＞ 
 ② 調べて分かった事実に対する自分の考えを，理由や根拠を 
   明確にして書くこと 
 

＜ 「読むこと」における課題 ＞ 
 ③ 物語に登場する人物についての描写や心情，人物相互の関係 
   を捉えること 
 ④ 目的に応じて必要となる情報を取り出し，それらを関係付けて 
   読むこと 
 

＜ 「言語事項」 (※) における課題 ＞ 
 ⑤ 複数の内容を含む文を分析的・統合的に理解すること 
 

＜ 「数と計算」における課題 ＞ 
 ① 乗法や除法の意味を理解すること 
 

＜ 「量と測定」における課題 ＞ 
 ② 求積に必要な情報（図形の長さ及び図形の性質）を取り出して面積を求めること 
 

＜ 「図形」における課題 ＞ 
 ③ 図形の性質を基に事象を判断すること 
 

＜ 「数量関係」における課題 ＞ 
 ④ 計算の順序についてのきまりなどを理解すること 
 ⑤ 割合の意味を理解すること 

＜ 「話すこと・聞くこと」における課題 ＞ 
 ① 資料の提示の仕方を工夫し，その方法を説明すること 
 

＜ 「書くこと」における課題 ＞ 
 ② 文章や資料から必要な情報を取り出し，伝えたい事柄や根拠を 
   明確にして自分の考えを書くこと 
 

＜ 「読むこと」における課題 ＞ 
 ③ 目的をもち，表現の仕方や文章の特徴に注意して読むこと 
  

＜ 「言語事項」 (※) における課題 ＞ 
 ④ 辞書に書かれている記述から，語句の意味を適切に捉えること 

＜ 「数と式」における課題 ＞ 

 ① 方程式における移項の意味を理解すること。方程式をつくって問題を解決する 
   ために数量の関係を捉えて２通りに表せる数量に着目すること 
  

＜ 「図形」における課題 ＞ 

 ② 証明の必要性と意味を理解すること。円柱と円錐の体積の関係を理解すること 
  

＜ 「数量関係」における課題 ＞ 
 ③ ２つの数量の関係が比例・反比例・一次関数の関係になることを理解すること。 
   二元一次方程式の解を座標とする点の集合は直線として表されることを理解す 
   ること 
  

＜ 記述式問題における課題 ＞ 
 ④ 予想した事柄を数学的な表現を用いて説明すること（事実・事柄の説明） 
    問題解決の方法を数学的な表現を用いて説明すること（方法の説明） 
    事柄が成り立つ理由を説明すること（理由の説明） 
  

＜ 数学的に表現したり，数学的に表現されたものの意味を読み取ったりすること 
  における課題 ＞ 
 ⑤ 関係や法則などを式に表現したり，式の意味を読み取ったりすること 

小学校国語 

※学習指導要領（平成20年告示）では，「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」 

中学校国語 

小学校算数 

中学校数学 

 小学校国語  比較的自由度の高い条件で記述すること  
 小学校算数  示された図形の面積を求めること 
 中学校国語  話の内容から必要な情報を的確に聞き取り，適切な質問をすること 
 中学校数学  図形領域で，作図の手順の理解，基本的な平面図形の性質の理解，証明の中で根拠として用いられる平行線の性質の理解， 
            ２つの三角形が合同であることを判断する際に必要な辺や角の相等関係を指摘すること 

 「成果」として認められる内容（一例） 

 「課題」として考えられる内容 
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Ａ    新聞のコラムを読む 

出題の趣旨 

特徴的な問題例 （小学校国語Ａ） 

 新聞のコラムを読んで，表現の工夫を捉えることができるかどうかをみる 

 設問二は，平成２５年度調査の課題（目的や意図に応じ，必要な内容を
適切に引用して書くこと）や，平成２６年度調査の課題（相手の発言を引
用して質問や意見を述べること）を踏まえたもの 

 なお，新聞のコラムを取り上げたのは初めて 

５ 

正答 
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一  コラムの中で筆者の読書 
  体験が書いてあるまとまり 
  を選択する 
二  コラムの中で筆者が引用   
  している言葉を書き抜く 

一 ２ ・ ４ 
 
二 読書という 

問題の概要 



特徴的な問題例 （小学校国語Ｂ） 

Ｂ    相手や目的に応じて読み聞かせをする <とんち話 「びょうぶのとらのお話」> ３ 
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出題の趣旨 

 場面の移り変わりに注意し，登場人物
の行動や気持ちの変化について想像し
ながら音読することができるかどうかを
みる 

一  <絵３> の場面が始まるまとまりと 
  して適切なものを選択する 
二  声に出して読むときの工夫とその 
  理由を書く 

正答 

一 ３ 
二 （例） 
   わたしは、小さい声で読みます。とのさまは

一休さんをこまらせようと考えていたのに、
逆に一休さんにやりこめられてしまい、落ち
こんで元気をなくしたと思うからです。 

問題の概要 
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(1)   

(2)  

   

(3) 

    

   
 

(2) 

㋐  

㋑  

㋒  

㋓  

㋔ 

出題の趣旨 

特徴的な問題例 （小学校算数Ａ） 

Ａ    計算の能力 （計算の仕方と結果についての判断） １ 

(1) ８．９－０．７８の差の概算の結果 
  として，ふさわしい数値を選ぶ 
(2) ５．２１＋０．７は０．０１が何個集 
  まった数かを表すための式として， 
  ふさわしい数値の組合せを書く 
(3) 小数の加法の結果を，減法を用い 
  て確かめるとき，当てはまる数値 
  の組合せを書く 
 

(2) ６．７９－０．８を計算する 

正答 問題の概要 

１ 

２ 

１ 

２ 
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Ａ   (2)   四則計算 ２ 

 平成２４年度調査の課題（小数点をそろえて
位ごとに計算すること）を踏まえ，小数の計算
の能力を身に付けているかどうかをみる 
 

   (1) 大きな誤りを防ぐために，計算の結果の 
     見積りをすること 
   (2) 数の相対的な見方に基づいて，小数の 
     計算を整数の計算で捉えること 
   (3) 計算の結果を確かめるために，加法と 
     減法の相互関係を理解していること 
 

   (2) 末尾の位のそろっていない小数の減法 
     の計算をすること 

１ 

２ 

４ 

５２１ 

７０ 

６．５２ 

０．２２  又は 

６．３ 
 

５．９９ 

 

 

 

６．５２ 

６．３ 

０．２２ 



特徴的な問題例 （小学校算数Ｂ） 

Ｂ   (3) 場面の読み取りと処理・判断 （おつかい） ２ 
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出題の趣旨 

 「４年間のまとめ」の課題（割合の意味を理解
すること）を踏まえ，示された割引後の値段の
求め方の中から誤りを指摘し，正しい求め方
と答えを言葉や数を用いて記述できるかどう
かをみる 
 

正答 問題の概要 

示された割引後の値段の求
め方の中から誤りを見いだし，
正しい求め方と答えを書く 

２７０×０．３＝８１ 
２７０－８１＝１８９ 

<正しい数> ２７０  

<求め方> （例） 

<答え>    １８９ (円) 



特徴的な問題例 （小学校理科） 
    (2)(3) 水の温まり方 ３ 
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出題の趣旨 

 予想が一致した場合に得られる結果を見通して実験を構想
できたり，水の温まり方を考察するために，実験結果を基に
自分の考えを改善できたりするかどうかをみる 

 (3)は，平成２４年度調査の課題（実験結果を基に自分の考え
を改善して，その理由を記述すること）を踏まえたもの 

正答 問題の概要 

(2) 
 
(3) 

水の温まり方の予想を基に，温度計が
示す温度が高くなる順番を選ぶ 
水の温まり方について，実験結果から
考え直した内容を選ぶ 

(2) 
 
(3) 

４ 
 
１ 



特徴的な問題例 （小学校理科） 
    (5)(6) 蒸発 ４ 
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出題の趣旨 

 (5)は，水が水蒸気になる現象について，科学的
な言葉や概念を理解しているかどうかをみる 

 (6)は，打ち水の効果について，グラフを基に地面
の様子と気温の変化を関係付けながら考察して
分析できるかどうかをみる 

正答 問題の概要 

(5) 
 
(6) 

水が水蒸気になる現象について，
その名称を書く 
地面に水をまいたときの地面の
様子と温度変化について，実験
結果から言えることを選ぶ 

(5) 
 
(6) 

じょう発 
 
３ 





出題の趣旨 

特徴的な問題例 （中学校国語Ａ） 

 必要に応じて質問しながら聞き取ることができ
るかどうかをみる 

 設問一は，平成２４年度調査（小学校）の課題
（狙いを明確にして質問をすること）を踏まえた
もの 

Ａ    インタビューをする ８ 

問題の概要 

一  インタビューをする際の質問の意図として 
  適切なものを選択する 
二  意図に合った質問として適切なものを選択 
  する 

正答 

一  ４  
 
二  １ 
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